
　
明
治
12
年
、
統
計
学
者
で
太
政
官
正
院
政
表
課
大
主

記
（
現
在
の
総
務
省
統
計
局
長
）
だ
っ
た
杉す
ぎ
亨こ
う
二じ

が
中

心
と
な
り
、
甲
斐
国
（
現
在
の
山
梨
県
）
で
「
甲か
い
の
く
に

斐
国

現げ
ん

在ざ
い

人に
ん

別べ
つ

調し
ら
べ」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
日

本
の
国
勢
調
査
の
原
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
欧

米
で
は
18
世
紀
か
ら
国
勢
調
査
（
人
口
セ
ン
サ
ス
）
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
日
本
で
は
本
格
的

な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
28
年
、
国
際
団
体
で
あ
る
「
国
際
統
計
協
会
」

か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て「
１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）

世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
」へ
の
参
加
の
働
き
か
け
が
あ
り
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
国
勢
調
査
の
実
施
の
機
運
が
高
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
明
治
35
年
「
国
勢
調

査
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が
成
立
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
に
基
づ
き
、
第
１
回
の
国
勢
調
査
を
明
治
38
年

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
露
戦
争

（
明
治
37
年
～
38
年
）に
よ
り
、実
施
が
見
送
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
も
第
１
次
世
界
大
戦
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
結

果
的
に
１
回
目
の
国
勢
調
査
は
大
正
９
年
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
杉
亨
二
も
、
明
治
43
年
に
国
勢
調
査
準
備
委

員
会
の
委
員
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
統
計
の
普
及
に
力

を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
国
勢
調
査
実
施
前
の
大
正
６
年

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
国
勢
調
査
は
、
原は
ら

敬た
か
し

内
閣
の
下
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
実
施
さ
れ
た

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
10
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
世
界
人

口
セ
ン
サ
ス
の
年
で
も
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

え
ん
ぴ
つ
一
本
で
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

特
集
　
国
勢
調
査

　
第
１
回
の
国
勢
調
査
は
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で
、

長
い
年
月
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。
実
に
「
甲
斐
国
現

在
人
別
調
」
か
ら
41
年
後
、法
律
制
定
か
ら
18
年
後
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
第
１
回
人
口
セ
ン
サ
ス
か
ら
実

に
１
３
０
年
後
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
う
や
く
セ
ン
サ
ス
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
「
文
明

国
へ
の
仲
間
入
り
が
で
き
た
」
と
国
民
も
沸
き
ま
し

た
。

　
ま
た
当
時
で
は
珍
し
い
ポ
ス
タ
ー
も
各
地
に
貼
り

だ
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
文
章
を
み
る
と
、
国
勢
調

査
の
目
的
、申
告
の
方
法
、調
査
す
る
事
柄
な
ど
を
、

い
か
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
、
当
時
の
担
当
者

の
苦
心
の
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。
次
の
一
文
は
、
そ

の
文
章
で
す
。

「
国
勢
調
査
は
社よ
の

会な
か

の
実あ
り
さ
ま況
を
知
る
為
に

行
ふ
の
で
課ぜ

い
き
ん税

で
も
犯ざ
い
に
ん罪

を
探
す
為
で
も

あ
り
ま
せ
ん
」

ふ
り
が
な
付
き
の
分
か
り
や
す
い
文
章
で
、
役
人
的

で
な
く
て
良
い
と
の
評
判
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
以
後
、
国
勢
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
日
本

の
発
展
に
役
立
っ
て
き
た
の
で
す
。

消防魂の火は
消せない

第14回大津町消防団操法大会
第30回菊池郡消防操法大会

1_ 雨の中、放水を開始する第 1分団
第 1班平野卓巳指揮者 2_ 郡大会で優
勝した第 3分団第 2班と境第 3分団
長 3_ 濡れながら操法終了の報告を行
う第 3分団第 2班清水徳昭指揮者 4_
伸ばすホースの先には目指すべき火点
が。第 5分団第 1 班佐藤純一指揮者
5_ 筒先の交代をする第 2分団第 2班
田野雄一郎指揮者と國本俊幸１番員

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

国
勢
調
査
は
、10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
さ
れ
、
日
本
に
い

る
す
べ
て
の
人
が
対
象
に
な
る
非
常
に
大
き
な
調
査
で
す
。

一
本
の
え
ん
ぴ
つ
が
あ
れ
ば
調
査
票
に
記
入
が
で
き
る
こ
の
調
査
。

今
回
は
国
勢
調
査
に
つ
い
て
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

第1回国勢調査のポスター
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大
津
町
消
防
団
操
法
大
会
が
７

月
４
日
、
町
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
、
各
分
団
か
ら
出
場
し
た
選
手
た

ち
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。
大
会
は
実
践
と
同
じ
く

水
を
出
す
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
競
わ

れ
、
選
手
た
ち
は
雨
が
多
い
期
間
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
訓
練
に
励
み
、
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
大
会

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
選
手
た

ち
は
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。
審
査
は
菊
池
広
域
連

合
南
消
防
署
員
が
規
律
や
タ
イ
ム
な

ど
を
基
準
に
採
点
を
行
い
ま
し
た
。

優　
勝　
第
３
分
団
第
１
班

第
２
位　
第
３
分
団
第
２
班

第
３
位　
第
５
分
団
第
１
班

　
そ
し
て
、
菊
池
郡
消
防
操
法
大
会

が
７
月
18
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ
れ
、
大
津
町
と

菊
陽
町
か
ら
選
抜
さ
れ
た
計
10
チ
ー

ム
が
連
日
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
は
大
津
町
消
防
団
第
３
分
団

第
２
班
が
優
勝
し
、
ポ
ン
プ
車
の
部

で
推
薦
さ
れ
た
同
本
部
と
と
も
に
８

月
22
日（
日
）に
荒
尾
市
で
開
か
れ
る

県
大
会
に
菊
池
郡
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

　
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り

優　
勝　
第
３
分
団
第
２
班
（
大
津
町
）

第
２
位　
第
３
分
団
第
１
班
（
大
津
町
）

第
３
位　
第
４
分
団
第
４
班
（
菊
陽
町
）
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